
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　挿入部の先端部に第１バルーンを備えた内視鏡と、該内視鏡の挿入部に被せて前記挿入
部の体腔内への挿入をガイドするとともに先端部に第２バルーンを備えた挿入補助具と、
前記第１バルーン及び前記第２バルーンへの流体の供給・吸引を制御するバルーン制御装
置と、を備えた内視鏡装置において、
　前記第１バルーンに連通する第１管路と、前記第２バルーンに連通する第２管路と、前
記挿入部と前記挿入補助具との間に潤滑剤を供給する第３管路が一つのコネクタに接続さ
れ、該コネクタが前記バルーン制御装置に連結されることを特徴とする内視鏡装置。
【請求項２】
　挿入部の先端部に第１バルーンを備えた内視鏡と、該内視鏡の挿入部に被せて前記挿入
部の体腔内への挿入をガイドするとともに先端部に第２バルーンを備えた挿入補助具と、
前記第１バルーン及び前記第２バルーンへの流体の供給・吸引を制御するバルーン制御装
置と、を備えた内視鏡装置において、
　前記バルーン制御装置は、前記内視鏡のコネクタ部が連結される外部装置の内部に設け
られ、
　前記第１バルーンに連通する第１管路と、前記第２バルーンに連通する第２管路と、前
記挿入部と前記挿入補助具との間に潤滑剤を供給する第３管路は、前記内視鏡のコネクタ
部に接続され、
　該コネクタ部を前記外部装置に連結することによって、少なくとも前記第１管路及び前
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記第２管路が前記バルーン制御装置に接続されることを特徴とする内視鏡装置。
【請求項３】
　挿入部の先端部に第１バルーンを備えた内視鏡と、該内視鏡の挿入部に被せて前記挿入
部の体腔内への挿入をガイドするとともに先端部に第２バルーンを備えた挿入補助具と、
前記第１バルーン及び前記第２バルーンへの流体の供給・吸引を制御するバルーン制御装
置と、を備えた内視鏡装置において、
　前記第１バルーンに連通する第１管路と、前記第２バルーンに連通する第２管路と、前
記挿入部と前記挿入補助具との間に潤滑剤を供給する第３管路は、外部装置に連結される
内視鏡のコネクタ部に接続され、
　該コネクタ部と前記バルーン制御装置をチューブで接続することによって少なくとも前
記第１管路及び前記第２管路が前記バルーン制御装置に接続されることを特徴とする内視
鏡装置。
【請求項４】
　前記第３管路は、請求項１記載のコネクタ、請求項２或いは請求項３記載の内視鏡のコ
ネクタ部を介して、潤滑剤注入手段に接続されることを特徴とする請求項１～３のいずれ
か１に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は内視鏡装置に係り、特に内視鏡の挿入部と挿入補助具とを交互に挿入すること
によって、小腸や大腸等の深部消化管に挿入部を挿入し、観察を行う内視鏡装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡の挿入部を小腸などの深部消化管に挿入する場合、単に挿入部を押し入れていく
だけでは、腸管の複雑な屈曲のために挿入部の先端に力が伝わりにくく、深部への挿入は
困難である。例えば、挿入部に余分な屈曲や撓みが生じると、挿入部をさらに深部に挿入
することができなくなる。そこで、内視鏡の挿入部に挿入補助具を被せて体腔内に挿入し
、この挿入補助具で挿入部をガイドすることによって、挿入部の余分な屈曲や撓みを防止
する方法が提案されている。
【０００３】
　特許文献１には、内視鏡の挿入部の先端部に第１バルーンを設けるとともに、挿入補助
具（オーバーチューブまたはスライディングチューブともいう）の先端部に第２バルーン
を設けた内視鏡装置が記載されている。この内視鏡装置によれば、第１バルーンや第２バ
ルーンの膨張、収縮を繰り返しながら、挿入部と挿入補助具を交互に挿入することによっ
て、挿入部を小腸等の複雑に屈曲した腸管の深部に挿入することができる。
【特許文献１】特開昭５１－１１６８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、従来の内視鏡装置は、第１バルーンに連通する内視鏡側のコネクタと、第２
バルーンに連通する挿入補助具側のコネクタとをそれぞれ個別に、バルーン制御装置に連
結している。さらに、挿入部と挿入補助具との間に潤滑剤を注入する管路用のコネクタに
、注射器等の潤滑剤供給手段を連結している。このため、従来の内視鏡装置は、コネクタ
の数が多く、コネクタの連結作業に手間がかかるという問題や、コネクタの連結ミスを生
じるおそれがあるという問題があった。
【０００５】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたもので、コネクタの連結作業が容易であり、
且つ、連結ミスを生じるおそれのない内視鏡装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００６】
　請求項１に記載の発明は前記目的を達成するために、挿入部の先端部に第１バルーンを
備えた内視鏡と、該内視鏡の挿入部に被せて前記挿入部の体腔内への挿入をガイドすると
ともに先端部に第２バルーンを備えた挿入補助具と、前記第１バルーン及び前記第２バル
ーンへの流体の供給・吸引を制御するバルーン制御装置と、を備えた内視鏡装置において
、前記第１バルーンに連通する第１管路と、前記第２バルーンに連通する第２管路と、前
記挿入部と前記挿入補助具との間に潤滑剤を供給する第３管路が一つのコネクタに接続さ
れ、該コネクタが前記バルーン制御装置に連結されることを特徴とする。
【０００７】
　請求項１に記載の発明によれば、三つの管路が一つのコネクタを介してバルーン制御装
置に連結されるので、管路毎にコネクタを設ける場合に比べて、コネクタの数を減らすこ
とができる。よって、コネクタの連結作業を容易に行うことができるとともに、コネクタ
の連結ミスを無くすことができる。
【０００８】
　請求項２に記載の発明は前記目的を達成するために、挿入部の先端部に第１バルーンを
備えた内視鏡と、該内視鏡の挿入部に被せて前記挿入部の体腔内への挿入をガイドすると
ともに先端部に第２バルーンを備えた挿入補助具と、前記第１バルーン及び前記第２バル
ーンへの流体の供給・吸引を制御するバルーン制御装置と、を備えた内視鏡装置において
、前記バルーン制御装置は、前記内視鏡のコネクタ部が連結される外部装置の内部に設け
られ、前記第１バルーンに連通する第１管路と、前記第２バルーンに連通する第２管路と
、前記挿入部と前記挿入補助具との間に潤滑剤を供給する第３管路は、前記内視鏡のコネ
クタ部に接続され、該コネクタ部を前記外部装置に連結することによって少なくとも前記
第１管路及び前記第２管路が前記バルーン制御装置に接続されることを特徴とする。
【０００９】
　請求項２に記載の発明によれば、内視鏡のコネクタ部を外部装置に連結することによっ
て同時に、三つの管路がバルーン制御装置に連結される。よって、コネクタの連結作業を
さらに容易に行うことができる。なお、外部装置は内視鏡用の光源装置やプロセッサ等で
あり、内視鏡のコネクタ部はいわゆるライトガイドコネクタや電気コネクタ等である。
【００１０】
　請求項３に記載の発明は前記目的を達成するために、挿入部の先端部に第１バルーンを
備えた内視鏡と、該内視鏡の挿入部に被せて前記挿入部の体腔内への挿入をガイドすると
ともに先端部に第２バルーンを備えた挿入補助具と、前記第１バルーン及び前記第２バル
ーンへの流体の供給・吸引を制御するバルーン制御装置と、を備えた内視鏡装置において
、前記第１バルーンに連通する第１管路と、前記第２バルーンに連通する第２管路と、前
記挿入部と前記挿入補助具との間に潤滑剤を供給する第３管路は、外部装置に連結される
内視鏡のコネクタ部に接続され、該コネクタ部と前記バルーン制御装置をチューブで接続
することによって少なくとも前記第１管路及び前記第２管路が前記バルーン制御装置に接
続されることを特徴とする。
【００１１】
　請求項３に記載の発明によれば、三つの管路が内視鏡のコネクタ部に接続されるので、
このコネクタ部とバルーン制御装置をチューブで接続するだけで、三つの管路をバルーン
制御装置に接続することができる。よって、コネクタの連結作業を容易に行うことができ
、且つコネクタの連結作業のミスを無くすことができる。
【００１２】
　請求項４に記載の発明は請求項１～３のいずれか１記載の発明において、前記第３管路
は、請求項１記載のコネクタ、請求項２或いは請求項３記載の内視鏡のコネクタ部を介し
て、潤滑剤注入手段に接続されることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明に係る内視鏡装置によれば、第１バルーンに連通する第１管路と、第２バルーン

10

20

30

40

50

(3) JP 3804806 B2 2006.8.2



に連通する第２管路と、潤滑剤を供給する第３管路を一つのコネクタを介してバルーン制
御装置に連結したり、或いは、前記三つの管路を外部装置との内視鏡コネクタ部に接続し
てバルーン制御装置に連結するようにしたので、バルーン制御装置との連結作業を容易に
行うことができるとともに、連結ミスを無くすことができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、添付図面に従って本発明に係る内視鏡装置の好ましい実施形態について説明する
。図１は、内視鏡装置の実施形態を示すシステム構成図である。図１に示すように内視鏡
装置は主として、内視鏡１０、光源装置２０、プロセッサ３０、及びバルーン制御装置６
６で構成される。
【００１５】
　内視鏡１０は、体腔内に挿入される挿入部１２と、この挿入部１２に連設される手元操
作部１４を備える。手元操作部１４には、ユニバーサルケーブル１６が接続され、ユニバ
ーサルケーブル１６の先端にはＬＧコネクタ１８が設けられる。このＬＧコネクタ１８を
光源装置２０に着脱自在に連結することによって、後述する照明光学系５４（図２参照）
に照明光を伝送することができる。また、ＬＧコネクタ１８には、ケーブル２２を介して
電気コネクタ２４が接続され、この電気コネクタ２４がプロセッサ３０に着脱自在に連結
される。なお、ＬＧコネクタ１８には送気・送水用のチューブ２６や吸引用のチューブ２
８が接続される。
【００１６】
　手元操作部１４には、送気・送水ボタン３２、吸引ボタン３４、シャッターボタン３６
が並設されるとともに、一対のアングルノブ３８、３８、及び鉗子挿入部４０が設けられ
る。また、手元操作部１４には、後述する第１バルーン４２に流体を供給したり、第１バ
ルーン４２から流体を吸引したりするための供給・吸引口４４が設けられる。以下、流体
としてエアを用いた例で説明するが、他の流体、例えば不活性ガスや水を用いてもよい。
【００１７】
　一方、挿入部１２は、先端部４６、湾曲部４８、及び軟性部５０で構成され、湾曲部４
８は、手元操作部１４に設けられた一対のアングルノブ３８、３８を回動することによっ
て遠隔的に湾曲操作される。これにより、先端部４６の先端面４７を所望の方向に向ける
ことができる。
【００１８】
　図２に示すように、先端部４６の先端面４７には、観察光学系５２、照明光学系５４、
５４、送気・送水ノズル５６、鉗子口５８が設けられる。観察光学系５２の後方にはＣＣ
Ｄ（不図示）が配設されており、このＣＣＤを支持する基板には信号ケーブルが接続され
ている。信号ケーブルは図１の挿入部１２、手元操作部１４、ユニバーサルケーブル１６
に挿通されて電気コネクタ２４まで延設され、プロセッサ３０に接続される。したがって
、図２の観察光学系５２で取り込まれた観察像は、ＣＣＤの受光面に結像されて電気信号
に変換され、そして、この電気信号が信号ケーブルを介して図１のプロセッサ３０に出力
され、映像信号に変換される。これにより、プロセッサ３０に接続されたモニタ６０に観
察画像が表示される。
【００１９】
　図２の照明光学系５４、５４の後方にはライトガイド（不図示）の出射端が配設されて
いる。このライトガイドは、図１の挿入部１２、手元操作部１４、ユニバーサルケーブル
１６に挿通される。そして、ライトガイドの入射端がＬＧコネクタ１８のライトガイド棒
（図３参照）１９に接続される。したがって、ＬＧコネクタ１８のライトガイド棒１９を
光源装置２０に連結することによって、光源装置２０から照射された照明光がライトガイ
ドを介して照明光学系５４、５４に伝送され、照明光学系５４、５４から照射される。
【００２０】
　図３は内視鏡装置における流体の管路を示す管路構成図である。
【００２１】
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　図３に示すように、送気・送水ノズル５６には、送気・送水チューブ８０が接続されて
いる。送気・送水チューブ８０は、送気チューブ８２と送水チューブ８４に分岐され、そ
れぞれが、手元操作部１４に配設したバルブ８６に接続される。バルブ８６には給気チュ
ーブ８８と給水チューブ９０が接続されるとともに、送気・送水ボタン３２が取り付けら
れる。この送気・送水ボタン３２が突出した状態では送気チューブ８２と給気チューブ８
８が連通され、送気・送水ボタン３２を押下操作することによって、送水チューブ８４と
給水チューブ９０が連通される。送気・送水ボタン３２には通気孔（不図示）が形成され
ており、この通気孔を介して給気チューブ８８が外気に連通される。
【００２２】
　給気チューブ８８と給水チューブ９０は、ユニバーサルケーブル１６に挿通され、ＬＧ
コネクタ１８の送水コネクタ９２まで延設される。送水コネクタ９２には、チューブ２６
が着脱自在に接続され、このチューブ２６の先端が貯水タンク２７に連結される。そして
、給水チューブ９０が貯水タンク２７の液面下に連通され、給気チューブ８８が液面上に
連通される。
【００２３】
　送水コネクタ９２には、エアチューブ９４が接続されており、このエアチューブ９４は
、給気チューブ８８に連通されている。また、エアチューブ９４は、ＬＧコネクタ１８を
光源装置２０に連結することによって、光源装置２０内のエアポンプ２１に連通される。
したがって、エアポンプ２１を駆動してエアを送気すると、エアチューブ９４を介して給
気チューブ８８にエアが送気される。このエアは、送気・送水ボタン３２の非操作時には
、通気孔（不図示）を介して外気に逃げるようになっている。そして、術者が通気孔を塞
ぐことによって、給気チューブ８８のエアが送気チューブ８２に送気され、送気・送水ノ
ズル５６からエアが噴射される。また、送気・送水ボタン３２を押下操作すると、給気チ
ューブ８８と送気チューブ８２が遮断されるため、エアチューブ９４に給気されたエアは
、貯水タンク２７の液面上に供給される。これにより、貯水タンク２７の内圧が高まって
給水チューブ９０に水が送液される。そして、送水チューブ８４を介して送気・送水ノズ
ル５６から水が噴射される。このように送気・送水ノズル５６から水またはエアが噴射さ
れ、観察光学系５２に吹き付けられることによって、観察光学系５２が洗浄される。
【００２４】
　一方、鉗子口５８には、鉗子チューブ９６が接続される。鉗子チューブ９６は分岐して
鉗子挿入部４０とバルブ９８に連通される。よって、鉗子挿入部４０から鉗子等の処置具
を挿入することによって、鉗子口５８から処置具を導出することができる。前記バルブ９
８には、吸引チューブ１００が接続されるとともに、吸引ボタン３４が取り付けられる。
この吸引ボタン３４が突出した状態では、吸引チューブ１００が外気に連通され、吸引ボ
タン３４を押下操作することによって、吸引チューブ１００と鉗子チューブ９６とが接続
されるようになっている。吸引チューブ１００は、ＬＧコネクタ１８の吸引コネクタ１０
２まで延設されており、この吸引コネクタ１０２にチューブ２８（図１参照）を接続する
ことによって、不図示の吸引装置に連通される。したがって、吸引装置を駆動した状態で
吸引ボタン３４を押下操作することによって、鉗子口５８から病変部等を吸引することが
できる。
【００２５】
　挿入部１２の先端近傍の外周面には、ゴム等の弾性体から成る第１バルーン４２が装着
されている。第１バルーン４２は、図２に示す如く、両端部が絞られた略筒状に形成され
ており、挿入部１２を挿通させて所望の位置に配置した後に、第１バルーン４２の両端部
を挿入部１２に固定することによって装着される。第１バルーン４２は、膨縮自在に構成
されており、略球状に膨張したり、或いは収縮して挿入部１２の外周面に貼りつくように
なっている。
【００２６】
　第１バルーン４２の装着位置となる挿入部１２の外周面には、通気孔６２が形成されて
いる。通気孔６２は、図３に示すチューブ１０４を介して、手元操作部１４に設けた供給
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・吸引口４４に接続される。供給・吸引口４４にはチューブ１０６の一端が連結され、こ
のチューブ１０６の他端が後述する挿入補助具７０のコネクタ１１０に連結される。
【００２７】
　なお、チューブ１０６の長さは、挿入補助具７０を挿入部１２の先端側にスライドさせ
た際に、挿入補助具７０の先端が第１バルーン４２に接触する前に挿入補助具７０を規制
する長さになっている。
【００２８】
　一方、挿入補助具７０は筒状に形成され、挿入部１２の外径よりも僅かに大きい内径を
有するとともに、十分な可撓性を備えている。挿入補助具７０の先端近傍には、ラテック
ス製の第２バルーン７２が装着されている。第２バルーン７２は、両端が窄まった略筒状
に形成されており、挿入補助具７０を貫通させた状態で装着される。この第２バルーン７
２はエアを給気することによって略球状に膨張し、エアを吸引することによって挿入補助
具７０の外周面に貼りつくようになっている。
【００２９】
　挿入補助具７０の基端には硬質の把持部７４が設けられ、この把持部７４から挿入部１
２が挿入されるようになっている。また、把持部７４の外周面には、コネクタ１１０が突
出形成されている。
【００３０】
　コネクタ１１０には、三つの管路１１２ａ、１１２ｂ、１１２ｃが接続される。管路１
１２ａは、コネクタ１１０の側面に形成された開口１１１に接続される。そして、開口１
１１に前記チューブ１０６を接続することによって、管路１１２ａが第１バルーン４２に
連通される。管路１１２ｂは第２バルーン７２に連通され、管路１１２ｃは挿入補助具７
０の内周面に連通される。なお、これらの管路１１２ａ～１１２ｃは、流体が流れる構成
であればよく、例えば挿入補助具７０の把持部７４に貫通孔を形成したり、挿入補助具７
０の内周面或いは外周面にチューブを貼り付けることによって形成したりしてもよい。ま
た、コネクタ１１０の形状、及びコネクタ１１０における管路１１２ａ～１１２ｃの配置
は特に限定されるものではなく、例えばコネクタ１１０の端面を長円状に形成し、管路１
１２ａ～１１２ｃを一列に並べて配置してもよい。または、コネクタ１１０の端面を円形
に形成し、管路１１２ａ～１１２ｃを正三角形の頂点となるように配置してもよい。
【００３１】
　コネクタ１１０には、チューブ１２０の端部コネクタ１２４が連結される。チューブ１
２０には、三つの管路１２２ａ、１２２ｂ、１２２ｃが形成されており、コネクタ１１０
に端部コネクタ１２４を連結することによって、各管路１２２ａ～１２２ｃと各管路１１
２ａ～１１２ｃとが連通されるようになっている。
【００３２】
　チューブ１２０のもう一方の端部コネクタ１２６は、バルーン制御装置６６のコネクタ
１２８に連結される。これによって、管路１２２ａと管路１２２ｂが、バルーン制御装置
６６内のエアポンプ１３０に連通される。したがって、エアポンプ１３０を駆動すること
によって、管路１２２ａと管路１２２ｂにエアを送気、吸引することができる。管路１２
２ａは、前述した挿入補助具７０の管路１１２ａ、チューブ１０６、及びチューブ１０４
を介して第１バルーン４２に連通されており、管路１２２ｂは、管路１１２ｂを介して第
２バルーン７２に連通されている。したがって、バルーン制御装置６６によって、第１バ
ルーン４２、第２バルーン７２を膨張、収縮させることができる。
【００３３】
　一方、管路１２２ｃは、端部コネクタ１２６とコネクタ１２８を連結することによって
、バルーン制御装置６６の潤滑剤注入口１３２に連通される。管路１２２ｃは、前述した
１１２ｃを介して、挿入補助具７０と挿入部１２の隙間に連通されている。したがって、
バルーン制御装置６６の潤滑剤注入口１３２から、水等の潤滑剤を注入することによって
、挿入補助具７０と挿入部１２の隙間に潤滑剤を供給することができる。なお、潤滑剤の
注入手段としては、例えば、注射器１３４やポンプ１３６等が用いられる。
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【００３４】
　上記の如く構成された内視鏡装置は、バルーン制御装置６６に連結されるチューブ１２
０の端部コネクタ１２６に、三つの管路１２２ａ～１２２ｃが接続されている。管路１２
２ａは第１バルーン４２に連通される第１管路であり、管路１２２ｂは第２バルーン７２
に連通される第２管路であり、管路１２２ｃは潤滑剤用の第３管路である。このように、
三つの管路１２２ａ～１２２ｃを一つの端部コネクタ１２６にまとめることによって、バ
ルーン制御装置６６への連結作業を容易に行うことができる。また、コネクタの数が減る
ので、コネクタの連結ミスを無くすことができる。
【００３５】
　また、本実施の形態によれば、三つの管路１２２ａ～１２２ｃを一つの端部コネクタ１
２６にまとめたことによって、バルーン制御装置６６には一本のチューブ１２０のみが連
結される。よって、内視鏡１０や挿入補助具７０の操作時に複数の接続チューブが絡まる
ことがないので、操作性を向上させることができる。
【００３６】
　さらに、本実施の形態によれば、挿入補助具７０の基端部と内視鏡１０の手元操作部１
２とをチューブ１０６によって連結したので、チューブ１０６が挿入補助具７０の挿入時
のストッパとして作用し、挿入補助具７０の先端が挿入部１２の第１バルーン４２に接触
することを防止できる。
【００３７】
　なお、本発明は、上述した第１の実施形態の構成に限定されるものではなく、第１バル
ーン４２に連通される第１管路と、第２バルーン７２に連通される第２管路と、潤滑剤が
供給される第３管路とを一つのコネクタにまとめた構成であればよい。例えば、図４に示
すように、チューブ１２０の途中で管路１２２ａのみを分岐させ、その分岐部分を内視鏡
１０の供給・吸引口４４に直接接続するようにしてもよい。
【００３８】
　図５は、第２の実施形態の内視鏡装置における流体の管路を模式的に示す管路構成図で
ある。
【００３９】
　同図に示すように、挿入補助具７０のコネクタ１１０には、管路１１２ｂ、１１２ｃが
接続される。このコネクタ１１０には、チューブ１４０の端部コネクタ１４４が連結され
る。チューブ１４０には、二つの管路１４２ｂ、１４２ｃが形成され、各管路１４２ｂ、
１４２ｃが各管路１１２ｂ、１１２ｃに連通される。チューブ１４０のもう一方の端部コ
ネクタ１４６は、手元操作部１４のコネクタ１４８に連結される。このコネクタ１４８に
は、チューブ１５０ｂ、１５０ｃが接続されており、各チューブ１５０ｂ、１５０ｃが各
管路１１２ｂ、１１２ｃに連通される。各チューブ１５０ｂ、１５０ｃは、ユニバーサル
ケーブル１６に挿通され、ＬＧコネクタ１８の連結面１７まで延設される。連結面１７に
は、第１バルーン４２に連通されるチューブ１０４が延設されて配置されている。
【００４０】
　光源装置２０は、第１の実施形態のバルーン制御装置６６の機能を備えている。すなわ
ち、エアポンプ１３０が内蔵されるとともに、潤滑剤注入口１３２が設けられている。こ
の光源装置２０にＬＧコネクタ１８を連結すると、チューブ１０４とチューブ１５０ｂが
エアポンプ１３０に連通され、チューブ１５０ｃが潤滑剤注入口１３２に連通される。
【００４１】
　上記の如く構成された第２の実施形態によれば、ＬＧコネクタ１８にチューブ１０４、
１５０ｂ、１５０ｃが設けられているので、ＬＧコネクタ１８を光源装置２０に連結した
際に同時に、チューブ１０４、１５０ｂがエアポンプ１３０に連通され、チューブ１５０
ｃが潤滑剤注入口１３２に連通される。したがって、コネクタの連結作業をより簡単に行
うことができる。
【００４２】
　また、第２の実施形態によれば、ユニバーサルケーブル１６の内部に、第１バルーン４
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２に連通する管路（すなわちチューブ１０４）、第２バルーン７２に連通する管路（すな
わちチューブ１５０ｂ）、潤滑剤を供給する管路（すなわちチューブ１５０ｃ）が挿通さ
れているので、内視鏡１０の手元操作部１４から引き出されるコード類が増えることがな
い。よって、コード類が増えた時のように手元操作部１４の操作性が低下することを防止
することができる。
【００４３】
　なお、上述した第２の実施形態は、光源装置２０にバルーン制御装置６６の機能を持た
せたが、内視鏡１０が連結される外部装置であればよく、例えば、図１のプロセッサ３０
にバルーン制御装置６６の機能を持たせてもよい。この場合には、三つの管路（すなわち
、チューブ１０４、チューブ１５０ｂ、チューブ１５０ｃ）を電気コネクタ２４まで延設
し、この電気コネクタ２４をプロセッサ３０に連結することによって、三つの管路がバル
ーン制御装置６６に接続されるようにする。これにより、コネクタの連結作業を容易に行
うことができる。
【００４４】
　図６は、第３の実施形態の内視鏡装置における流体の管路を模式的に示す管路構成図で
ある。同図に示す第３の実施形態は、図５に示した第２の実施形態と同様に、第１バルー
ン４２に連通する管路（すなわちチューブ１０４）と、第２バルーン７２に連通する管路
（すなわちチューブ１５０ｂ）と、潤滑剤を供給する管路（すなわちチューブ１５０ｃ）
とがユニバーサルケーブル１６に挿通されてライトガイドコネクタ１８まで延設されてい
る。ただし、第３の実施形態では、ライトガイドコネクタ１８の外表面にコネクタ１６０
が形成されており、このコネクタ１６０にチューブ１０４、１５０ｂ、１５０ｃが接続さ
れている。
【００４５】
　一方、バルーン制御装置６６は、光源装置２０と別体で設けられており、このバルーン
制御装置６６にエアポンプ１３０が内蔵されるとともに、潤滑剤注入口１３２が設けられ
ている。バルーン制御装置６６には、コネクタ１６２が設けられており、このコネクタ１
６２に、チューブ１７０の一方の端部に設けられたコネクタ１７２が連結される。そして
、チューブ１７０のもう一方の端部に設けられたコネクタ１７４が、前述したライトガイ
ド１８のコネクタ１６０に連結される。
【００４６】
　チューブ１７０には、三つの管路１７６ａ、１７６ｂ、１７６ｃが形成されており、コ
ネクタ１７４をコネクタ１６０に連結することによって、三つの管路１７６ａ、１７６ｂ
、１７６ｃがそれぞれ、チューブ１０４、１５０ｂ、１５０ｃに連通される。また、コネ
クタ１７２をコネクタ１６２に連結することによって、管路１７６ａ、１７６ｂがエアポ
ンプ１３０に連通され、管路１７６ｃが潤滑剤注入口１３２に連通される。
【００４７】
　上記の如く構成された第３の実施形態によれば、チューブ１７０をＬＧコネクタ１８と
バルーン制御装置６６に接続するだけで、三つの管路を同時に接続することができ、コネ
クタの連結作業を容易に行うことができるとともに、連結のミスを防止することができる
。
【００４８】
　また、第３の実施形態も第２の実施形態の場合と同様に、三つの管路がユニバーサルケ
ーブル１６の内部に挿通されており、手元操作部１４から引き出されるコード類が少ない
ので、手元操作部１４の操作性を向上させることができる。
【００４９】
　なお、上述した第３の実施の形態は、三つの管路をＬＧコネクタ１８まで延設したが、
これに限定するものではなく、外部装置に連結される内視鏡１０のコネクタ部まで延設さ
れていればよい。例えば、図１の電気コネクタ２４まで三つの管路が延設されていてもよ
い。
【図面の簡単な説明】
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【００５０】
【図１】本発明に係る内視鏡装置を示すシステム構成図
【図２】図１の挿入部の先端部分を示す斜視図
【図３】内視鏡装置における流体の管路を模式的に示した管路構成図
【図４】図３と異なる構成の内視鏡装置の管路構成図
【図５】第２の実施形態における流体の管路を模式的に示した管路構成図
【図６】第３の実施形態における流体の管路を模式的に示した管路構成図
【符号の説明】
【００５１】
　１０…内視鏡、１２…挿入部、１４…手元操作部、４２…第１バルーン、４６…先端部
、６６…バルーン制御装置、７０…挿入補助具、７２…第２バルーン、１１０…コネクタ
、１１２ａ～１１２ｃ…管路、１２０…チューブ、１２２ａ～１２２ｃ…管路、１２４、
１２６…端部コネクタ、１３０…エアポンプ、１３２…潤滑剤注入口
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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第一导管具有连接到A内窥镜的插入部分的第一气球连通，安装在所述插
入辅助工具，该插入部和插入辅助工具与所述第二气囊连通的第二管道
用于供给润滑剂的第三管道连接到一个连接器之间，由连接器连接到气
囊控制设备，很容易将连接器的操作，并且，内窥镜不引起连接失误从
而提供镜子装置。 第一球囊附接到内窥镜的插入部分，第二球囊附接到
插入辅助装置。用于进行到所述第一球囊42和第二球囊72中，管120的
端部连接器126的空气的供给和吸入的球囊控制装置66连接。端部连接器
126，导管122A与第一球囊42，导管122B与第二球囊72连通连通，导管
122C与插入部12和插入辅助工具70是之间的间隙连通例如。 点域
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